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＜本日のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ＞Ｔｏｄａｙ’ｓＰｒｏｇｒａｍ 移動例会　：　華野

点鐘 卓　 　話　 ：　クラブフォーラム
＜ロータリーソング＞ 「奉仕の理想」

＜ロータリーソング＞ 「それでこそロータリー」 総合司会 大島昭夫会場設営委員長

ハンバーグセット

＜出席報告＞ サラダ

会員総数   ２０名　
出 席 者   １６名      出席率　８０．００% 　　前々回補正出席率　９５．００%  

＜来訪者＞
        国際ロータリー第２７６０地区　東尾張分区

 ガバナー補佐　 加藤令吉様(瀬戸ロータリークラブ)
 地区副幹事  　 馬場將嘉様(名古屋瑞穂ロータリークラブ)
 分区幹事　　　 松本哲也様(瀬戸ロータリークラブ)

＜会長挨拶＞ 愛知長久手ロータリークラブ 伊藤　広治会長
本日はガバナー補佐　加藤令吉様、地区副幹事　馬場將嘉様、分区幹事　松本哲也様にお越しいただい
ております。後程卓話、クラブ協議会にてご指導いただきたいと思います。
今月は、地区の意識高揚月間となっておりますが、新年度の始まりにロータリアンとしての意識を高め良いス
タートを切ろうということですが、先ほど懇談会にてガバナー補佐よりロータリーの進め方、経験上のアイデア
をいただきまして、会長としてのやるべきこととやりがいを頂き、意識を高めていただきました。
先日7月11日には日野幹事とともに尾張旭ロータリークラブへ表敬訪問を行いましたが、少人数ながらも皆
が役割を全うし、規律ある例会を運営しているところは見習わなくてはならないところです。
　先週、私は皆さんにどのような奉仕の形が好ましいのか問いかけました。本日は奉仕活動を行いどんな時
に一番報われる、感動するのかを考えてみてください。私は、奉仕する相手に喜んでいただき、笑顔を作れ
たとき一番報われたと感動します。その魅力に取りつかれボランティアを自分の楽しみの一つとしていまし
た。あるとき1人の社員に「人の為に善いことを行う者と書いて偽善者と呼びます。」と言われました。その一
言は私の心に深く刺さり、奉仕とはなんだろう？と悩みました。今、自己納得ですが自分を肯定している答え
の一つとして、人の為に善いことをすることは決して間違ってはいない。理想としては奉仕を受けたものが心
を開き前向きに動く未来につながるもの、その周囲、地域環境、世の中が変わり、継続性、自立性が生まれ
ることが素晴らしい活動であると考えております。今年度その活動がなんなのかじっくりと皆さんと考えていき
たいと思います。

愛知長久手ロータリークラブ

ロータリーに輝きを
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＜委員会報告＞
　　　　◆ニコボックス委員会 宮下智香子　親睦活動副委員長

・ 愛知長久手R.Cさんのガバナー補佐訪問よろしくお願いします。 加藤 令吉
・ 本日はガバナー補佐訪問に参りました。 馬場 將嘉
・ 本日はお世話になります。よろしくお願いします。 松本 哲也
・ 伊藤 広治

・ 日野 典子

・ 青山 和成

・ 本日は宜しくお願いします 赤塚 一美
・ 本日もよろしくお願いします。 伊藤　　真
・ 大島 昭夫

・ 加藤ガバナー補佐様、馬場地区副幹事様、松本哲也分区幹事様ようこそ 加藤　　猛
お出でくださいました。愛知長久手ロータリークラブをよろしくお願いします。

・ 白石政二郎

・ 加藤ガバナー補佐様、馬場地区副幹事様、松本哲也分区幹事様ようこそ 田中 信子
お出でくださいました。愛知長久手ロータリークラブをよろしくお願い致します。

・ 冨田 盛義

・ 中川 清子

・ 丹羽 司一

・ 本日もよろしくお願いします。 林 　 正俊
・ 宮下智香子

・ 山田 文明

・ 吉田 濵一
（敬称略）

　　　　◆ロータリー財団委員会 白石政二郎ロータリー財団委員長
2014-15年度「地区ロータリー財団セミナー」出席報告
7月11日（金）　12：45～17：00　　名鉄グランドホテル
詳細は後日卓話にて報告

＜幹事報告＞ 日野典子幹事
１） 次週７月２２日例会： 場　所　【華野】　　トヨタ博物館休館日のため

時 間　１２：３０～１３：３０
２） 配布物・・・「第２回ワールドフード＋ふれ愛フェスタ」について

  ① ガバナーご挨拶
② ご協力のお願い
③ チラシ
④ 広告協賛募集のご案内

３）  サンパウロ国際大会の開催日程変更　・・・　6月6日(土)～9日(火)

＜卓話＞ 演題　： ガバナー補佐訪問にちなんで
講師　： 国際ロータリー第2760地区　東尾張分区　加藤 令吉ガバナー補佐　

ガバナー補佐加藤令吉様はじめ皆様ようこそいらっしゃいました。本日はよ
ろしくご指導お願いします

加藤令吉様、馬場將嘉様、松本哲也様ようこそお出で下さいました。本日も
よろしくお願いします。

加藤令吉ガバナー補佐、馬場將嘉地区副幹事、松本哲也分区幹事ようこ
そお越しいただきました。本日も宜しくお願いします。

RI第2760地区東尾張分区ガバナー補佐加藤令吉様、地区副幹事馬場將
嘉様、分区幹事松本哲也様ようこそお出で頂きありがとうございます。

本日は加藤ガバナー補佐、地区副幹事馬場様、分区幹事松本様をお迎え
しました。本日も宜しくお願いいたします。

ガバナー補佐加藤令吉様はじめ皆様ようこそいらっしゃいました。本日もよ
ろしくお願いします
本日はガバナー補佐訪問で緊張しておりますが、楽しくやりたいと思います
ので本日もよろしくお願いします。

ロータリー活動の原点は出席です。毎週一度の例会に出席してR.Cのその日のスケジュールを過ごすだけ
ではなく、その前後の時間にあらゆる内容について語り合ったり調整する時間が生まれるのです。それは
R.Cの成り立ちの際に基本であった一業種一会員といった厳格な会員選考の中に存在する価値観であった
と思います。業界同士の打合せではなく、その会員の持つ職業におけるプライドと責任感の中で異業種と情
報交換したり、親睦を通じて友情を育み高め合って行く事であると考えます。ですから「ロータリーを楽しく」と
いう意味の裏側には単に娯楽をするという楽しさではなく、会員同士がお互いの人格を尊重したうえで、又、
自らの職業に責任を持ち、豊かな人的交流を継続して行く事が基本であります。しかし昨今はメーキャップ
の期限が以前は１週間であったのに今は２週間です。「出席」を尊重してきたR.C活動の幅が徐々に変わっ
てきました。私が入会した頃はサインのメーキャップは最後の手段で「とにかく近隣のR.Cあるいは出張先で

ガバナー補佐加藤様ご来訪歓迎いたします。本日もよろしくお願いします。

ガバナー補佐訪問楽しみにしておりました。加藤令吉様、馬場將嘉様、松
本哲也様ようこそおいで頂きました。

ガバナー補佐
地区副幹事

分区幹事
加藤令吉ガバナー補佐、馬場將嘉地区副幹事、松本哲也分区幹事ようこ
そお越しくださいました。本日はご指導よろしくお願いします。
ようこそガバナー補佐加藤様、地区副幹事馬場様、分区幹事松本様いろ
いろご指導お願いいたします。



探してその地域のR.Cにメーキャップとして出席しなさい」という教育を受けてきました。各クラブにいくつも
残っているバナーがその証しのひとつであります。私のクラブのメンバーでも海外との取引をしている会員、
旅行が趣味でよく海外へ出掛ける会員が現地で交流してバナーを多く持ち返っています。
ところが時代も大きく変わってこの頃はＥクラブなるR.Cが認められ、私達の現在の東尾張分区に加わって参
りました。R.Cの例会をパソコンのウェブ上で行うという、いわば現在の電脳文化の象徴ともいえるスタイルで
す。お聞きをする所によりますと、どこかの地区でＥクラブのメンバーがガバナーになられたという実例もある
ようです。我が東尾張分区でもその内にガバナー補佐が誕生する可能性が充分にあるという事です。今後
はこのＥクラブの皆さんとどのようにして交流して友情を深めて行くかを共に考えて参りたいと存じます。
さて、話は変わりますが、私の出身地瀬戸は皆様ご承知のようにやきものの街です。それもとてつもなく長い
歴史を持ち、あらゆる種類のやきものを誕生させてきました。古くは縄文・弥生の時代の物も発掘されていま
すが、実際に瀬戸のやきものの本来の存在を示した時代は中世、鎌倉・南北朝・室町の各時代です。平安
時代に近畿から名古屋、猿投を経て、平安末期に瀬戸でいわゆる「瀬戸窯」というものが成立しました。おそ
らく大量に埋蔵されている粘土や高カロリーの雑木が燃料に相応しく陶器の生産地として条件が良かったの
でしょう。ここでは仏教での交流を下に、入って来た中国の陶器をお手本としたやきものが盛んに造られました。これらのやきものは日本各地で中国のやきものを手に入れる事のできる貴族や豪族等いわゆる裕福な人々がこぞって買い求めたといわれています。つまり中国製品のコピーといえども高級陶器として流通していた訳です。６月まで瀬戸市美術館で開催されていた「古瀬戸の全貌－瀬戸焼の黎明と発展－」の展覧会に非常に素晴らしい展示がされていました。これは2005年の愛知万博を記念して当時の愛知県陶磁資料館（ 現在は愛知県陶磁美術館）で企画もされた事ですが、お手本になった中国のやきものと瀬戸で生産されたやきものが並列されました。これは大変素晴しく見る事ができました。それも中国で13世紀に造られたものを瀬戸では14世紀に生産していました。100年の年月を経ての生産です。この間、何があったか定かではありませんが、とにかく夥しい数のやきものが生産され日本中に分布しました。北は北海道余市、南は宮崎県都城。余談ですが北限のウィスキーの生産地、南限の焼酎の生産地と、共にお酒を造る地というのは何か奇妙な縁を感じます。生産されたやきものは寺道具としても大きく使われ、仏前に使うのみならず、骨壺としても多く使われました。発掘調査では東北から中国地方まで多くの墓地の跡から人骨の入った瀬戸製の壺が発見されています。そんな中世の時代が過ぎ、安土桃山時代になると陶芸の中心は尾張の瀬戸からお隣の美濃へ移ります。この地は戦国武将でありながら茶人でもあった織部（古田織部重然）の指導による織部好みの茶道具が多く造られました。時に京の都では利休の好むシンプルな黒楽等の茶碗が主流でしたが、織部は純に歪みを美と捉えて不定形の茶碗を多く造らせ茶碗の器面に大胆な絵付けをするなど奇抜なやきものを多く世に出し、京の茶人達を驚かせその作は飛ぶように売れたといいます。そんな頃、利休も美濃の地を訪れ自らもやや歪みを持たせた瀬戸黒の茶碗を造らせています。それは少なからず利休も弟子の織部の作風を認めていたのでしょう。そんな栄光の安土桃山時代の織部の時代は長く続きませんでした。徳川家康の戦術を漏らした事を理由に織部は自害を命じられたと同時に織部の窯場は全て破壊されてしまうのです。その後、江戸時代の中期に瀬戸では織部焼をまねたいわゆる復興織部の時代がやってきます。どうやら現在良くいわれている「瀬戸焼」というの
本日はご清聴有難うございました。

７月２９日(火） 8月１２日(火）８月５日（火）

休会
親睦夜間例会

１８：３０～

（喜楽 梅むら）
　

８月１９日（火）

　

卓話：委員長会議報告

（トヨタ博物館）

一斉食事
ガバナー公式訪問
１２：３０～１４：３０

（トヨタ博物館）


